






















































































 底本には主に Peck 1942 を使用し、頁数・行数など適宜 Becker 1831 を参照した。


















がわかる。また、生命 ζῆν、動物 ζῷον、そして植物 φυτόν について、『霊魂論』
第２巻第２章では以下のように述べられている。 
  








































[1-4] アリストテレスは原因を四つに区別した（四原因 αἰτίαι τέτταρες）。すなわち

































[1-7] アリストテレスによれば、アカウオ ἐρυθρίνος やオオグチ χάννα などが 有血
動物で雌雄の区別がない少数の例外であることが、『動物誌』第４巻第11章、第６巻
第13章、『動物部分論』第２巻第５章、第３巻第５章で述べられている。ともにハタ





































[1-11] συκῆ はイチジク（Ficus Carica）、ἐρινεός はイチジクの変種であるノイチジ



















































[2-6] 雌雄の違いの感覚的実体が、雌では 「いわゆる子宮 αἱ καλούμεναι ὑστέραι」、







































鳥類の「子宮」は輸卵管における卵殻を分泌する部位である（Romer 1949 を参照）。 
またヘビ・トカゲの一部では、卵胎生の種もいる。特にボアなどのヘビでは、臍帯や
胎盤を備えた、真の胎生のものまでいる（Blackburn & Stewart 2011 を参照）。アリ
ストテレス自身も、マムシ ἔχιδνα が卵胎生であると記載している（『動物誌』第３






（ [8-5] [11-3] [12-4] を参照 ）。科学革命によってパラダイム変換が起こると、前の
パラダイム（ここではアリストテレス生物学）で説明できていた問題の一部が、新し
いパラダイム（ここでは現代生物学）では説明できなくなるという、Kuln-loss の一








Cephalopods と呼ばれる。現代の軟体類 Molluscs は、頭足類や貝類などの総称であ
る。ところがアリストテレスは貝類を殻皮類 ὀστρακόδερμα として区別しているの





























































































































































[8-1] アリストテレスは機能的に説明ができることを「理にかなっている κατὰ λόγον」
と述べており、目的論的な説明を重視していることがわかる。 
 









































[9-1] 「毛のあるもの τρίχας ἔχοντα」は、すなわち「けもの」つまり哺乳類である。
『動物誌』第３巻第10章にも、「陸生で胎生の動物なら毛がある」と述べられている 
 
[9-2] クジラ類 κήτης は、胎生であり、噴水管があって鰓がなく（『動物誌』第１巻
第５章参照）、肺呼吸をする生物を指している（『動物誌』第８巻第２章参照）。 




























































































































していると勘違いした可能性もある（島崎 1969 注を参照）。 
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